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□1  試行調査(プレテスト)の問題作成方針 

＜物理基礎，化学基礎，生物基礎，地学基礎＞ 

 日常生活や社会と関連した科学的な事物・現象に関する基本的な概念や原理・法則などの理解を伴う

知識を問うたり，それらを活用したりして考察する問題や，科学的に探究する方法を用いる過程を重視

する。自然の事物・現象に関する問題の中から本質的な情報を見いだし，課題の解決に向けて主体的に

考察・推論することが求められる。仮説を検証する過程で数的処理を伴う思考力等が求められる問題な

ども含まれる。 

 

＜物理，化学，生物，地学＞ 

 科学的な探究の過程を重視する。自然の事物・現象の中から本質的な情報を見いだし，課題の解決に

向けて主体的に考察・推論することが求められる。教科書等では扱われておらず受検生にとって既知で

はないものも含め，資料等に示された事物・現象を分析的，総合的に考察することができるかという，

科学の基本的な概念や原理・法則などの深い理解を伴う知識や思考力等を問う問題や，仮説を検証する

過程で数的処理を伴う思考力等が求められる問題なども含まれる。 

 なお，大学教育の基礎力として共通に求められる力を測るという共通テストの趣旨を踏まえ，センタ

ー試験では理科の各科目の中で出題されてきた理科の選択問題については，高校教育における履修順序

や範囲等に配慮しつつ，設定しないこととする予定である。 

 

□2  プレテストの実施概要 

実 施 日：2018 年 11 月 10 日・11 日 

物理基礎：試験時間 30 分， 50 点満点，受検者数 990 名 

物理：試験時間 60 分，100 点満点，受検者数 5,301 名 
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＜物理基礎＞ 

■ 概要 大問は 3 題あり，第 1 問は小問集合で，第 2 問は A・B に分かれていた。第 3 問は現行のセ

ンター試験では，A・B に分かれていたが，１テーマとなった。マーク数は，全体で 15 となり，これま

での 13 より増えているが，負担増ということはない。一方で，問題の形式は大きく変化している。現

行のセンター試験では，教科書を丁寧に学び，標準的な問題集に取り組んでおけば，大部分は対応でき

たが，日常生活と関連して，基本的な概念や原理・法則などの理解や活用を求める問題の割合が大幅に

増加した。また，解答形式においても，一つの問いに対して，正しい答えを 2 つ選択させるものがあっ

た。 

 問題の難易度としては，やや易化しているが，問題形式が新しいものが多く，1 テーマで設問が続い

ていくなど，本質的な情報を見いだし，考察する力が必要となっている。 

 

■ 問題構成 

 小問数 マーク数 問題のねらい 

第 1 問 4 6 

気温変化が管楽器に及ぼす影響など，日常生活で経験される

身近な現象や事例を通して，物理学の基本的概念や原理・法

則の理解，活用する力を問う。 

第 2 問 

A 2 2 

斜面を降りる台車の運動を記録タイマーを用いて記録する

実験を通して，実験結果から引き出した情報やグラフを活用

して，速度や加速度を導き出すなど，課題を解決する力を問

う。 

B 2 4 

地球と異なる重力加速度の惑星を舞台に，投げ上げられた物

体に働く力や惑星表面に着地する速度など，力についての理

解やエネルギーの関係などを考察して課題を解決する力を

問う。 

第 3 問 3 3 

ケーキ生地に電流を流し，発生するジュール熱でケーキを焼

く実験を題材に，回路図を読み取り，グラフ化されたデータ

を解釈し，考察する思考力を問う。 

合計 11 15  
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■ 特徴的な問題 

 

  

管楽器という日常生活に関連した題材をもとに，議論して考察を深めていく過程を問うている。気温が

下がった場合の音の高さの変化について，授業で扱われるような要素（音速の変化）以外に，楽器の収

縮という，授業ではほとんど取り上げられない要素を加えることで，平易な内容ながら，仮説を立て探

究する力や思考力を試している。現行のセンター試験に比べると，より深い思考力が必要である。 

●対策  

公式を導いて，計算問題を解けるようにするというだけの授業目標では，対応が難しい。物理では，様々

な理想化を行っていることを念頭において，関係式を導く過程でどのような条件をつけ，どのような理

想化を行ったかを織り込むことが大切である。そのうえで，実験を行う際には，アクティブラーニング

の要素を取り入れ，実験班の中での議論を重視し，仮説・検証・考察を行う習慣を大事にしたい。そこ

まで踏み込めなくとも，実験の条件が変化した場合に，実験結果にどのような変化が現れるかを具体的

な問いにして，考察させるようにするとよい。 

第 1問 
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実験のデータをもとにして，グラフを読み取る力，現象を洞察する力を確かめるねらいがある。現行の

センター試験では，見られなかった形式である。実際的な場面にあって，学んできた知識を活用する力

も問われている。 

●対策  

公式にあてはめることができても，現実に即して示された事物・現象を分析的，総合的に考察する力が

弱い生徒はかなり多いと思われる。日常の事物・現象などに対して原理や法則を適用し，考えさせる訓

練をするようにしたい。また，グラフに慣れておく必要があるので，学習する関係式なども，グラフで

表すとどのようになるかを丁寧に扱うようにするとよい。 
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＜物理＞ 

■ 概要 大問は 4 題あり，第 1 問は小問集合で，第 2，3，4 問は，それぞれ A・B に分かれていた。

現行のセンター試験にあった第 5 問，第 6 問の選択問題はなく，共通テストでは設定しない予定である。

問題の難易度は標準からやや易であるが，問題の形式や解答形式が，現行の問題に比べて大きく変わっ

ていることと，11 月に実施したことから，正答率はやや低くなると思われる。全体として，昨年度のプ

レテストに比べると，よく整理され，本実施に近いと思われる出題になっていた。 

問題の題材に日常的なものを取り上げたり，会話形式で実験で得られたグラフをもとに考察を行った

りするなど，具体的な出題が目立った。平易な内容でも，確かな理解や，思考力や判断力が必要な出題

であったといえる。 

 

■ 問題構成 

 小問数 マーク数 問題のねらい 

第 1 問 5 10 

物理的な事物・現象に関する原理・法則についての理解を基

に，力学，熱，波動，原子物理等の分野における，データや

実験結果を適切に取り扱って解釈する力を問う。 

第 2 問 

A 2 2 
一直線上で衝突する二つの小物体や二つの台車の運動を通

して，力積と運動量変化の関係，はね返り係数，運動エネル

ギーの関係に関する理解を基に，法則を活用したり，グラフ

を活用・分析したりして情報を統合するなど，課題を解決す

る力を問う。 
B 3 4 

 第 3 問 

A 2 3 
せっけん膜に生じる薄膜干渉と電波の干渉によって生じる

定常波（定在波）を通して，身近な物理現象に対する理解と，

データや実験結果を基に解釈する力を問う。 B 2 2 

 第 4 問 

A 2 2 
エレキギターを題材として，電磁誘導に関する現象や法則に

ついての理解を基に，コイル上での鉄製の弦の振動や，コイ

ル内を落下する磁石による誘導起電力の時間変化を通して，

原理・法則に従って法則やグラフを活用して課題を解決する

力を問う。 
B 2 3 

合計 18 26  
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■ 特徴的な問題 

 

 

レンズがつくる像を求めるために，作図の基本となる 3 本の光線を使うが，方法として使えるだけでな

く，その背景にある基本的な概念を理解しているかを問うねらいがある。「適当なものをすべて選べ」と

いう解答形式も現行のセンター試験には見られない形式であり，より確かな思考・判断が求められてい

る。 

●対策  

効率を求めるあまり，「公式だけを覚えて使えればよい」，「やり方さえわかればよい」という姿勢で学ぶ

のではなく，「なぜその公式が導かれるのか」，「どうしてそのやり方をするのか」といった，より本質的

な深い理解に導くことが大切である。本問においても，A から出て，レンズを通過した光はレンズの後

方で 1 点に集まるという性質があり，そのうち便利な 3 本の光線を利用して作図しているという理解が

あれば，迷うことなく解答できる。 

 

第 1問 
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第 1問 

 

正しく数的処理を行う力を問うている。今までになかった形式である。有効数字の扱いや確かな計算力

が必要になる。 

●対策  

これまで，センター試験では計算は概算ですませることができた部分もあったが，有効数字の扱いも含

めて，正しく計算をするように指導していくことが求められる。センター試験に限ったことではないが，

効率的に計算を進めるための方法を伝えていくとよい。また，解答の過程を記述させるような形式の問

題によって，確かな計算力を育むことができる。 
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第 2問 
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第 2問の続き 
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実験のデータをもとにして，グラフを読み取る力，現象を洞察する力を確かめるねらいがある。現行の

センター試験では見られなかった形式である。また，グラフのようすから近似して考察を進めていく過

程は，教科書等では扱われていないため，深い理解を伴う思考力が求められている。 

●対策  

教科書には多くのグラフが掲載されている。それらのグラフの見方を，授業で取り上げていくとよい。

その際に，生徒に解釈させてみることは，生徒の主体的な学びにもつながる取り組みになる。また，実

験で得られたデータのうち可能なものはグラフ化して考察の手段としていくと，現象への理解を深める

ことにつながる。 

 

□3  「大学入学共通テスト」に関する今後の予定 

2019 年 （３月まで） ・試行調査(プレテスト)の分析結果の公表 

2019 年 （４月以降） 
・実施大綱の策定・公表 

・出題教科・科目の策定・公表 

2020 年 （４月以降） ・実施要項の策定・公表(時間割，出願期間) 

2021 年 （１月） ・「大学入学共通テスト」の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 30年 12月 7日） 

 
 

広島本社 
733-8521 広島市西区横川新町 7-14 
TEL 082-234-6800 

 

本分析資料のほか，他教科・他科目の分析資料(ＰＤＦ)も

ダウンロードできます。 

 




